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は じめに

九州大学医学部熱帯医学研究会の夏期活動も今年で１２年目を迎えましたＯ

今回は、沖柵の与那国島におきまして、医療間左らぴに疾病構造の公衆衛生学

的調査と広東佐血線虫の.中間宿主について寄生虫学的調査を行い室した。又、海

外では、フリッピン、マレーシアにて熱帯医学の実施研修を行って喪いり蚕し

た。与那国では、台風５号に直撃されてかなり困難な調査を強いられ玄したが、

全員無事に夏期活動を終るこが出来ましたことをここに御報告いたし蛍すＯ

調査団派遣に際し、一方ならぬ御支援、御協力を賜りました学内．外の関係各

位に厚くお礼申し上げ主す。



第１２回学術調査団の主旨

九州大学医学部熱帯医学研究会は，1965年

発足以来，熱帯医学の研究の為，海外への調

’秀団派遮，各国との学術交流を続けてまいり

注した。おかげで今回も12回目になりきす沖
へｑ

ｉｉ；畔術調査団ならびに第６回目の東南アジア

調査団を学内外の御指導と御支援のもとに派

遣することができました。沖純県与那国町で

の活IMIは今回で５回目になり笈すい活勤内容

の１つとして，昨年吉でに４回行なった高血

圧検診の総括として，今までの検診がどれく

らい町住民の方々 に生かされたかを追跡調査

し，又今だに不明の与那国町の疾病構造を明

らかにし，かつ離島であり専門医のいない与

那国町の万々の医療圏を明らかにし，現地医

療関係者に参考にしていただけるようにし玄

した。活動内容のもう１つは，亜熱帯地方に

おける寄生虫学的調査として，プ1大熱研の過

去の広東住血線虫の調査をもとに中間宿主に

ついて調査しました。

又，東南アジアへ海外派遣団を出し,現地

での熱滞医学研究機関，病院での研修を行左

い，日本では経験できない疾病にできるだけ

多くあたり将来の臨床医としての見聞を広め

てまいりました。

－３－

活動構成

主催九州大学医学部熱帯医学研究会

沖縄県八重山群与那国町

後援九州大学医学部同窓会

西日本新聞民生事業団

沖縄県環境保健部

琉球新報社

沖縄県医師会

八重山保健所

八重山病院

石垣市宮良眼科

与那国町診療所

協力琉球観光株式会社

協賛諸機関団体

団員柵成

沖縄班

団長野田芳隆（九k第３内科）

医師古野純典（九大公衆術生）

指導．波部重久（ブ味寄生虫〉

学生松田和久（Ｍ３）

・高松純（Ｍ３）

林久（Ｍ３）

松尾圭介（Ｍ２）

山野寵文（Ｍ２）

フィリピン班

団長小野山佳道（'六産婦人科）

学生前田博敬（Ｍ３）

石井栄一（Ｍ３）



沖縄県八重山郡与那国町概況

日本西境にある島で，その為入国管理事務所が設置されている。近辺の島では強制移住．開拓１

消滅を繰り返した村落が少なくないが，与那国島は１５世紀に登場した。１４７７年朝鮮漂流民

が与那国島と民に救助され、その時の見聞記が残っているが，独立自守の比較的自由な生活を営

んでいたようである。１６世紀には，勘はサンアイ・イソバという女酋提により統治され，５ケ

村からなっていた。現在はこれらの村が統合・移転し３ケ村となっている。１５１０年，琉球王

国尚真王は西表島の祖納当を与那国５人に任命し,琉球中山王の支配下に吐いた。島民を教化し

生産力を向上させるため，貢納を命じたが．それは各人の頭囲と同等の一束の稲と野生の産物等

であり，安楽に納税の義務を果していた。それも束の間，納税は地獄の斑め苦となり今世紀初頭

まで続くのである。すなわち島津藩の琉球入りに始袋る人頭税の施行（１６３７年）であった。

非逝な人口調節鍋民目からがせざるを得なく,その悲惨な物語はﾄｩｿグ.ダ(人舛面})とな

り簾ｸブﾗ.パｧ勉なって現在に残っている。

人頭税の廃止（１９０３年）につづき与那国村として自立，村役場を祖納に開設した。人口は

２，１２０人（１８９３年）から５，６０６人（１９４０年）と倍増し‘終戦後は終に１５．０００人

にも脹れあがり１９４７年町に昇格したｏ

戦前､与那国偽からは米，黒糟，鰹節，鮮魚，豚を移出し，隣島台湾との通商も盛んで台湾銀

行券が通用した時代もあったという。鰹節製造，養豚は明治以後に宮崎県人により始められた。

現在も農．漁業は盛んで，水稲生産高３１５トン（昭４tj年），４２０１､ソ（昭４９年）と好洲

であり，甘庶（５－２３１､ソ），畜産（繁殖牛３６５頭，肉義牛２３７蚊，山羊６６９頭，豚

４４２頭，他昭４８年），漁獲高２３０トン，８．３００万円（昭４８年）であり昭和４９年度に

は約３億円の総生産額がある。因象に与那国島は面稜２８．５２Kmi，人口２３８４人（昭和４９年

３月）、人口密度８３．６人の木葉形の島であり，山系が東西方向に背骨の様に走り海岸は殆んど

断雌となっている。土壌は酸性で（故にパアニ栽培は不向）．島の５％が水１１１．２６％が畑也と

なっている。年平均気温２３℃（最商３１．７℃．最低１０.イ℃），降水量２３１９－年蒸発獄

１．８３２唾の亜熱滞性海洋気候である｡

人口は漸減の傾向をたどり，転出が年２５３～７４３端，｜I辰入が１１３～３７６人と社会減で

－４－



あり．出生数は年１９１名を最高に昭和４８年４２名．死亡数は年２０～３０人であり自然増の

傾向であ為。総戸数は６１１戸であり’２/3は農漁業に従事している。与那国町は３ケ村から．た

り，北岸東偏に祖納付．西側に久部良村，南岸に比川村がある。祖納，比川は主として農業，久

部良は漁業が主である。この久部良の港は，島周囲をリーーフで囲まれているにも拘ず，３００ト

ン級の船舶の出入が可能であり，南方漁難の中継基地，船舶避難地として，又，砧の移出入物質

の取扱い地として栄えている。晩秋の晴れ上ったよい天候の日には台湾の島影を望見できるのも

久部良港先端にある西崎からである。一方飛行場も１９６５年開設以来島民の虹要な交通として

利用され‘昭和４８年には約２６万人運んでいる。通常週間･２１便巡航され石垣Xbまで２７．分.

６‘４００円である｡不定朔便の航空会社も一社あり，活躍している。島内に侭定期バス，タクシ

ーが運航しており，一周道路が完備され交通は便利である。１９６９年発電所が完成，つ壁いて

テレビ局の朋没．簡易水逆の全戸配水と内地市町村なふの生活を享受できるようになった。現在

（昭和４８年），電話は２６世帯に１台，ラジオが２世帯に１台，テレビが1.8幽附に１台あり，

自動]I［が１２人に１台の訓である。幼稚園３．小学校３，中学校３校あり，教員数５４、園児生

徒数８０１名であり，完全給食である。民生面では，国民健康保険に９５％加入しており，､医師

および歯科医が各１名，公珊が１名常駐している。この公看である与那刺しづさんは1昨年吉川

英治文化徴を受蝋され池

少し医縦史を述べると，１８７３年の諏痘施行が西洋医学活用の始まりで，１８８４年診澱所側

股へとつ普く。当時の記録に由ると「死亡者原因は小児の脳膜炎にて蝿るるもの股も多く老人のマラ

リア熱に死するもの之に次ぐ，病気は四季中夏秋二季に多きはこれ一般の状態たれども診療中最も

多きは消化器病，マラリア性熱病とし外科的諸病，皮膚諸病及呼吸器諸病之に次ぐ」とある。マラ

リアの娼叛も終戦隆民政府の手で終駕を告げた。現在の国保加入者の受彪率は年間７．９３８筋と内

地と大差ない。

最後に与那国町財政について。

昭和４９年度は，歳入３．７９億円，議出３．６５億円の黒字となっており人件役は歳出の３０％

を占め．民生．衛生管で３０％，教育費３０％となっている。

－１）トウング・ダ

旧島仲部落の1iii方にある約１町歩の天水田である。その昔，村盈から満１５才以上満５０才ま

での男子なこの卜,ﾝソグ．ダに非惟召喚し，遅れてその中に入れなかった不其廃疾渚を惨殺し

－５－



たと伝えられている。満１５才から満５０才まで臆，たとえ不具廃疾者であっても．ことごとく

納税の義務を負わされていたので。このような悪魔の仕事をしたのである。

－２）クブラ・バリ

久部良港の東端にある風光明眉の地クプラ・フリシの一部であって，海岸人傾れ出た大岩石の

割れ目であって，幅約３ｍ，深さ約７ｍもある断層である｡その昔．クブラ・フリシに村凌の妊

蹄を集合して．その割れ目をジャンプさせたのである。丈夫な妊婦は必死の勢で飛び越えたであ

ろうが、しかし，心身の疲労は堕胎の因となった。又虚弱な妊婦は必死の努力も果なく，真の奈

蕗の眼に転落して惨死を遂げた向

〈〈

八 亜山群島
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沖縄班

昭和５２年

７月２６日

８：０O博多駅出発

１７：００噸沖純丸”で鹿児島新港発

７月２７日

１３：００那珊港着

７月２８日

琉球新報，琉球海運本社，県庁（脹蛎

課，予防課），衛生研究所，ＮＨＫ，琉球大

学保仙学部，医師会，野屋武内科，訪問

１８：００那朋港発

７月２９日

８：００石垣瀞八重山保他所，八

重山病院，宮良眼科訪問

午後ＤＨＣで与那国島へ

７月３０Ｅ

役場で挨拶をすませ，今回の目的であ

る与那国における疾病冊造をさぐるために，

国民雌段保雌関係智類の調査に入る。

午後より，台風接近し，宿舎に帰り台風に

Ｍ１えぁ。

７月３１日

正午に台風が与那国島を通過し，隙ｒｕ

などのため，仕事は中止。

俊統のＤｒ、野田，Ｄ１．．波部は，台風のた

行動記録

め，石垣に足止め。

８月１日

統叶質料収築を３名で行い，２名は，広

東住血線虫の中間宿主の調査を開始する。

石埋聖港管帝略倒壊のため，ＤＨＣ飛ばず。

８月２Ｅ

予定の調査を統ける。Ｄｒ､野田，Ｄｒ・波部

午後，与那国着。

８月３日

予定の調査を統ける。

８月４日

予定の調査を続ける。

８月５日

予定の調査を終了

８月６日

１０：２０１)IＩＣで与那国発

１１：Ｏ０Ｄｒ・野田，Ｄｒ、波部は，

空路福岡へ

１７：００石垣港発

８．月７日

７：３０那脳港着

８月８日

医師会，公害衛生研究所，斑球新報へ報告

１４：３０那珊港発

８月９日

１３：ＯＯ鹿児島新港薪

１６：００鹿児島を出発し，婦禰。

－８－



Ｉ

与那国及び天草における寄生虫学的調査報告

Ｓ52年７月29日より８月６日まで与那国で

広束住血線虫の謙生虫学的調査を，９月４日

‘上り９月９［Iまで熊本県天蒐町でウェステル

マン肺吸虫の寄生虫学的調査を行たったので

その報告をする。

広爪住血線虫AngiosCrongyluscan-

mnen8i3（以下ＡＣ.と略）は，本来ネズミ

類の肺勤脈に僻生するが，人に感染すると好

酸球性伽膜炎及び脳脳膜炎を起こす｡本線虫

の終宿主は主として，ドブネズミであり，現

准のところ沖jﾘ|M111万では叩Ⅲ惰主として，ア

フリカマイマイ，アシヒダナメクジ，シュリ

マイマイ，”.ウキュウウスカワマイマイが

知られ，アジアヒキガエル，ウシガエルが

Ｐａｒｎｔｃｎｉｃｌ,ｏｌＩｔとして注目されている。

今回の批々 の洲鷲は，1966年度夏期/唖山

群島調査団が行なった与那国のＡＣ調査を継

承し，その後のとの寄生虫の浸淫度を調べる

のが主旨であった。しかし，本島での滞在期

間が短かかったうえに台風に見舞われた為，

ほとんどｏｕＬｗｏｒｋができず結果を出すの

に充分なＤａＬａを得る蕊ができたかった。

澗究納果

〔I〕石塊胤狩垣市内で採集した，アフリカ

マイマイ９個を生理食塩水で溶解して検査し

たが，ＡＣ幼叫は検出されたかった。

－９－

Ｍ２松尾圭介

〔Ⅱ〕与那国にて捕捜した４匹の動物の解剖

結果

Nnl種名：リュウキュウジャコウネズミ

性別：早

体長：１２．４”

尾：6.6”

寄生：胃壁（線虫）

小腸（HymenolePis閥と思

われる条虫）

Nu2種名：リュウキュウジャコウネズミ

性別：９

体長：１１．６c沈

尾：８，‘6‘抑

寄生：小腸（I･Iymenolcpi5ゆりと思

われる２前類の条虫）

腸冊雌中のcy6t（線虫）

Na３種名：リュウキュウジャコウネズミ

性別：早

体長：１０．８”

尾：６．２”

寄生：宵壁（線虫）

腸間膜中のcys［（線虫）

小腸（Hyn1enolepis属と思

われる２１１脚の条虫）

Nq4種名：ドブネズミ

性別：８



体長：１５．５”

尾：１５．０”

寄生：肝臓（ＣａｐｉｌｌｎｒｉａｈＧｐａｔ－

ｉｃａ）

小腸（線虫lWiIi-NiI)ｐｏｓ[ｒ－

ｏｎｇｙｌｕｓ）

※リュウキュウジャコウネズミの胃壁

及び腸間膜cysにより倹出された線

虫の極名は現在，同定中で後日澱告

する予定

〔，与那国島テンダバナにて採染した淡水

産貝の同定

１.ウスイロオカチグサガイ

Ｐ３１ｕｄｉｎｅｌｌａｄｃＣｉｌｉｓ(ｃｏｕｌｄ）

２.卜ウガクカワニナ

JI1iara(1)lOUioPSis）

Ｓ(､ｎｂｒａ(ＭｕｌＩｅｒ）

３.ネジヒダカワニナ

５ｅｒｍｙｌａｒｉｇｕｅ［ｉ(Ｇｒａ[Ｃｌｕｕ【)）

‘１.ヨナクニカクヤマガイ

Ｏ､(､ｏｍｅｌａＩ,ｉａｓＩ１ｉｖｉ(ＨＩｌｂｃ）

以上‘p結果の嫌に，４匹の11Ml物のMlilⅢ脈.I：

，ＡＣは検出され唾かつた。しかし，３匹⑫

リュウキュウジャコウネズミの腸間内に，

Hymenolcpi3腕の条虫が多数感雌してい

た蕨脈から，その中IA1宿主の細流及び子供など

への人体蝋染の可能性を細くることが，今俊

－１０－

の新しい課迦にたるであろう。

ｊｊ那国で充分な洲迩ができず心残りに思っ

ていた我々であるが，その埋合わせとして，

熊本県天敵町で肺吸虫の中間捕主の調在を行

なった。

澗在内容は，兎駕町尚浜を流れる，上川，

白木川，を５つのｓｍＬｉｏｎに分け，ウエステ

ルマン肺吸虫】〕orIlgonimuswes上ｅｒ１,】ｕｎｉ

（以下，ｐｗと略）の中間宿主であるカワニ

ナを各ｓ[Iitionより約１０００個づつ採集

し細くた。

！)ｗは，カワニナでｓｐｏｒｏｃｙｓｒからｃｅ－

ｒｒｎｒｉａまで生育しているのだが，１９６９年

から今衰での調査では，ｓ［ａ［ｉｏｎｌ・のカ

ワニナだけしかｐｗ幼虫は検出されていなか

った。

天i抑Ui淵浜でのカワニナ採築場所

Ｄｎ２



＄ Ｉ

６４

０

１羽

一
喝 】 ６

、 $,

〔Ⅳ〕Ｓ５２．９月

表〔Ⅳ〕より,ｐｗ幼虫は，１０．０～１１．９ｍｍ

の比較的小さ友カワニナに見られ，１２，０ｍ

ｍ以上のカワニナは認められなかった。今回

は９．月に調べだが，セルカリアは比岐的幼''１ｆ

なものが多かったため，崎期を異にして細く

たいと思う。又ｊｐｗ幼虫は，ｓｔａｔｉｏｎｌ

では澗率に検出され，Ｓ“[ｉｏｎ２及び５で

の検出率は低く，ｐｗ(1-)､所が下流域に限ら

れていることは興味深い。

Ｚ 】

べた。，〕ｗのme[acerCariaの寄生していた

－１１－

個体は１６で寄生率は７６．２％であった。寄

生蕊は，過去１０年近くの間，さほど淡化は

ない。しかし，カニ個体のエラ血irWAlの

ｍｅｌＩｌＣｃｒｃａｒｉａ保打が(1,t近の３年間にfLl激

に波少してきている。

峨後に，与那国町及び天草町の皆槻の温か

い御協力と，資材を提供して下さった九大寄

生虫学教室に心より感測します&＞カワニナの他に，モクズガニ２１個体を洲

蕊幾W２
9.0～９．９

１０‘O～１０，９

１１．０～１１．９

１２．０～１２９

１３．０～１３．９

1.1.0～１４‘９

１５．０～１５．９

総計

(上'川）瀞

９
６
２
６
７
０
０

２
８
２
８
２
１

３６０

２

２

２１)。Ｗ
(上川）（|-）

８
６
０
７
１
３

２
３
２
１

１０７７

ー

ー

ー

ー

一

一

３【)。ｗ
(白木川）Ｇ弓）

２
４
２

１０４４

－
１
１
－
一
一
一

瀞

５
９
３
０
１

２
３
２
１

_2-2_里一

一

一

ー

ー

一

一

ー

I群

７
７
７
２
１

２
３
２
１

１０７５

－
１
一
一
一
一
一



沖縄県与那国町における受療状況

Ｌはじめに

九州大学医学部熱帯医学研究会では，過去

４Irilにわたって沖WM県八飯山郡与那岡町にお

いて商血圧検診を行って来た。与那国町は，

前述の町概況に示す｡こうに那覇市より南西に

520Km離れた日本展西端の烏で，町(､人口は

昭和５０年国勢調査によると２１５５名（男１０

７６名,女1079名）であり，主な産業k職業

と漁業である。

我々の過去の検診は，全住民を対象とした

ものではなく，受診者の偏りなどのため，与

那国町住民全体の疾病状況は充分に把握され

ていないのが現状である。

又，与那国町に限らず八重山諸島において

各自治体は，常在の医師を確保するのに多大

の経済的及びその他の而での努力を払ってい

る。にもかかわらず，与那国町住民が，どの

ような疾病でどの』:う左医療磯関で受漆して

いるかについては明らかにされていたい。

そこで我々は，八砥川保健所与那国支所の

保他鼎と協同して，町当局及び医療関係者の

施策の資料とし，また我々の今後の指針を示

す為に，与那国町住民の疾病状況と受縦状況

Ｍ ３ 松 田 和 久 （ 文 貴 ）

Ｍ３高松純

Ｍ ３林 久

八軍山保IiIjﾜｆ与那w’静

を明らかにするための調迩を行った。

Ⅱ。方法

昭和51年４月’'~'‘':ｊ''岬１１腿年３月311賊

でに与那国町役場へ提出されたすべての国民

健醗保険診療報酬諭求明細轡（以下明細書と

略す）を用い，各個人について１年間の受蕨

内容を調べた｡明細書には，歯科診療’それ

以外の言役診療の別，受IiIi堵氏名’被保険者

瀞号・鰯病名。受療機関橘．愛療開始日．入

院外来の別等の記峨が赤されているので’各

個人について一年間の受縦した族病内容とそ

の受療機関の所在地等を調べた。国民捷康保

険加入者数の算出には則民MLIill保険ＩｊｌＩ入者台

帳を用い，調査期間の':':I央時点の性別年令階

級別加入者数を求めた。将IliIii人について得ら

れた受縦内容は，疾病別・受服機関別．受縦

磯関所在地別●受療開始日別にコードし，コ

ンピューターを用いて解析した。なお’疾病

分類は，ＷＨＯの「１５０項目疾病および死

因分類表（Ａ表）」に基づいて行なった。

Ⅲ。洲荘結果

１）国民健康保険加入者数

与那則町におけるI師51姉９月30日現在の

－１２－



性別年令階級別国民健殿保険加入者数を’表

1.に示す。国民健康保険加入率は，約６９筋

であった。

表'・性別年令階級別国民健駿保険加入者数

－１３－

及び感覚器の疾患３．０%であった。

全疾病数を性別年令階級別一般診療歯科診療

別に表２，３に示し，性別年令階級別主要疾

病数を表４に示した。また表２，３，４の

各々について国民健康保険加入者１００人に対

するI灼丙数も求めた。それにJ旨ると－般診蕨で

は０～９才の幼年層と60才以上の老年層が多く，

歯科診疲では２０～３９才の成年層が多かった。

年令階級別の主要疾病をみると急性呼吸器感染

は，０～１９才で２位２０～３９才４０～５９

才６０才～で共に１位とほぼ全年令階穀にわた

って多かった。０～１９才で１位は，皮膚及び

皮下組織の感染であった。また，２位であるが

６０才～では尚血圧性疾忠も多かった。

明細啓上に診療開始日が昭和51年３月31日以

前と,細叫されているものは－般診療で１３０疾

病歯科診縦で４疾病あった。一般診療の中で主

な疾病は，高血圧性疾患１５（１１．５粥）急性

呼吸器感染１５（１１．５筋）呼吸器系の結核１

２（９．２妬）その他の皮膚及び皮下組織の疾患

（昭和51年９月30日現祇〉

２）疾病状況

昭和51年４月１日から昭和52年３月31日ま

での１年間に与那国町住民が受縦した疾病を

調べ，疾病数を求めた。１人の人が１年間の

調査期間内に２つ以上の疾病に綴患していゐ

場合は別々に数えた。

１年間に与那国町住民が受療した疾病数は

総計２３６２であり，２０２９は一般診縦，

３３３は歯科診療の対象となっていた。その

うち昭和51年４月１１１より後に発症したと考

えられるもの，即ち明細りド上に診縦側始日が

昭和51年４月１日より陵と記戦されているも

のは２２２８例であり一般診縦は１８９９例 １０（７．７妬）左どであった。

歯科診縦は３２９例であった。上記一般診療を

受けた２０２９疾病の主左疾病別内訳は，急性

呼吸器感染１０．７節，皮膚及び皮下組織の感染

6.9儲，その他の皮膚及び皮下組織の疾患4.9

冊，その他の筋骨;格系及び結合織の疾患３．８妬』

表在損傷，挫傷及び皮膚表面に損傷のない破砕

3.5妬，高血圧性疾患3.3鴇，その他の神経系

年令階級

９
９
９
９
９
９
９
９

１
２
３
４
５
６
７

一
一
一
一
一
一
一
一
一

計

男

２
．
９
４
５
２
１
０
４
０

１
３
９
４
０
８
５
２
１
７５７

女

１
９
５
５
９
９
２
６
５

３
０
８
４
７
７
６
２
１

１
２

７３１

計

４
４
７
９
８
６
１
５
２

１４８８



～１４－

（）は国民健駿保険加入者１００人当たり１年間の疾病数

表３性別，年令WIf級別伽糾診縦疾病数

（）は国民健殿保険加入者１００人当たり｣L年M1の疾附数

表２性別，年令階級別弓投診縦疾病数

年令階級

0～１９

２０ ～３ ９

４０～５９

６０へ=

計

男

６２（１７，７）

３０（２１．６）

３７（２０．２）

２０（２３．８）

１４９（１９．７）

女

９９（２９．１）

３５（２６．９）

３３（２０．９）

１７（１６．５）

１８４（２５．２）

計

１６１（２３．３）

６５（２４．２〉

７０（２０．５）

３７（１９．８）

３３３（２２．４）

年令階級

0～９

１０～１９

２０～２９

３０～３９

４０へ-４９

５０～５９

６０～６９

７０へ=７９

８０～

計

男

２１４（１９１．１）

1７３（７２．４）

８３（８８．３）

５５（１２２，２）

１４１（１３８．２）

１１３（１３９．５）

９１（１８２．０）

５５（２２９．２）

１９（１９０．０）

９４４（１２４‘７）

女

２２７（１７３．３）

２１４（１０２．４）

８８（１０３．５）

６４（１４２．２）

１１４（１４４．３）

１１２（１４１．８）

１７０（２７４．２）

６９（２６５．４）

２７（１８０．０）

１０８５（１４８．４）

計

４４１（１８１．５）

３８７（８６．４）

１７１（9.5.5）

１１９（１３２．２）

２５５（１４０．９）

２２５（１４０．６）

２６１（２３３．０）
－

１２４（２４８．０）

４６（１８４，０）

２０２９（１３６．４）



表４性別，年令階級別主要疾病数（一般診療）

疾病

急性呼吸器感染

皮膚及び皮下謹織

の感染

その他の皮膚及び

皮.剛|細の疾患

その他の筋骨格系

及び結合識の疾患

表在損傷，筆傷
及び皮膚表面に
個侮のない破砕

性

男

女

ill

易

女

計

ﾘ｝

女

計

男

女

3１

男

女

訓‘

年令階

全年令’０～１９１２０～３９

１１９

（１５‘７）

１３４

（１８．３）

２５３

（１７‘〔））

８９

（１１．８）

７５

（１０．３）

１６４

（ｌＬＯ）

４４

（５‘８）

７１

（９．７）

１１５

（７７）

５４

（７．１）

３５

（’'1‘８）

８９

（６．０）

（

（

５５

７．３）

２８

３．８）

８３

（５．６）

４５

（１２．８）

６５

（１９．１】

１１０

（１５，９）

５６

（１６．０）

５５

（１６．２）

１１１

（１６．１）

２６

（７．４）

４２

（１２．４）

６８

（９８）

１１

（３．１）

２

（０．６）

１３

〔１．９）

２７

〔７．７）

７

（２．１）

３４

（４．９）

－１５－

２０

（１４．４）

１２

（９．２）

３２

（１１‘９）

（

１２

８．６）

５

（３，８）

１７

（６‘３）

６

（４，３）

１１

（８．５）

１７

（６．３】

１１

（７．９）

ｌ

（０．８）

１２

（４’５）

１４

（１０．１】

９

（ ６．９）

２３

〔８．６）

級
４ ０ ～ ５ ９ １ ６ ０ ～

２８

（１５．３）

２７

（１７．１）

５５

（１６．１）

１３

（７．１】

７

（４．４）

２０

（５．９）

１０

（５．５）

５

（ａ２）

１５

（４．４】

２６

（１４．２）

（

１５

９．５）

４１

（１２．０）

１１

（６．０）

２６

（３１．０）

３０

（２９．１）

５６

（２９．９）

８

（９．５）

８

（７．８）

１６

（８．６）

２

（２．４）

１３

（１２．６）

１５

（８．０）

６

（７．１）

１７

（１６．５）

２３

〔１２．３）

３

（３．６）

（５別（ａ9１
４

（

１９

５．６）

７

（３．７）



疾病

商血圧件疾患

その他の神経及び

感覚器の疾患

その他

総計

性

鵬

女

計

男

女

計

ﾘ」

女

『汁

Ⅶ

女

計

全年令

２８

（３．７）

５０

（６．８）

（

７８

５．２）

２７

（３．６）

（

４５

６．２）

７２

（４．８）

５２８

（６９．７）

６４７

（８８．５）

１１７５

（７９．０）

９４４

(１２４．７）

１０８５

（１４８．４）

２０ ２ ９

（１３６．４）

年 令 階級

０ヘゴ１９

(~）

１

（０．３）

１

（０．１）

１６

（４．６）

２２

（６．５）

３８

（５．５）

２０６

（５８．７）

２４７

（７２．６）

４５３

（６５．６）

２０へ－３９

（

(－）

(－）

日

１

０．７）

５

（３．８）

６

（２．２）

７４

（５３．２）

１０９

（８３．８）

１８３

（６８．０）

(1棚)'（蝿）

４４１

（１２９．７）

８２８

（１１９．８）

１５２

（１１６．９）

２９０

（１０７．８）

４ ０ ヘ ジ ５ ９ １ ６ ０ デ ー

１１

（、６．０）

１５

（９．５）

２６

（７，６）

５

（２．７）

８

（ ５．１）

１３

（３．８）

１５０

（８２．０）

１４１

（８９．２）

２９１

（８５‘３）

２５４

（１３８．８）

２２６

（１４３．０）

４８０

（１４０．８】

１７

（２０．２）

３４

（３３．０）

５１

（２７．３）

５

（６．０）

１０

（９．７）

１５

（８‘Ｏ）

９８

（１１６７）

１５０

（１４５．６）

２４８

（１３２‘６）

１６５

（１９６．４）

２６６

（２５８．３）

４３１

（２３０．５）

（）は，国民健康保険加入者100人当たりの１年間の疾病数

－１６－



3．受療状況

１）初診時受療機関とその所在地

昭和51年４月１日より後に治療を側始した

2228疾病について初診時の受療機関を性別

年令階級別一般診療歯科診斑別にみてその所

在地を与那国，石垣，沖縄本島，沖純県外の

４地区別に表５，６に示した。なお昭和51年

３．月31日J:，前から治縦を継続しているもの

については，初診と考えられる受療機関がわ

からないので除いた。初診時受療機関所錘|ｈ

は，一般診凍では与那国７３.“沖細本島１６．８

冊石垣8β御11糊県外1.0冊であり，幽科診療

では与那国７２０弱石垣１２．８筋沖細県外2.

４弱であった（表７）。年令階級別受療機関

所在地別に国民健殿保険１００人当たりの初診

時疾病数を表８に示す｡石垣では全年令につ

いてあまり誕化はない。与那国と沖洲本島は，

ほぼ１０才～70才代は加令と共に疾病数力蝿加

する傾向にあるが，Ｏ～９才と80才以上では

与那国で多く沖純本島で少ない。

初診時しq甫院で受疲している疾病数は-般

診療で240（12.6易）歯科診療で１５（4.6籍）

であった。愛縦機関所“１１別にみると石垣5

1.8易沖純本島45.8労沖縄県外47.4儲と

与那国町外の臓院受療淑は耐かつた。

初診時受縦機関所在地別に主要疾病をみる

と（表９）腕症群，椎間板へルニアとして

明細排に肥戦されているその他の筋付絡系及

び結合識の疾患や，高血圧症と記載のある高

血圧性疾患が与那国町外での受療が多かった。

､疾病数はあまり多くたいが，変形性脊椎症・

催性関節リウマチ・関節炎と肥峨のある関節

炎及び脊椎炎，結膜炎・虹彩炎と記戦のある

眼の炎症性疾患，脊椎の強直，脊柱側簿と記

峨のある関節強直及び後天性筋骨格奇形など

も同機に与那国Ⅲ湖の受療が多かった。．

２）一疾病で医縦機関を２ケ所以上変えたも

のについて

一般診療を受けた2029疾病のうち－疾病

で医療機関を２ケ所以上変えたものが７７疾

病（3.8儲)あった。その性別年令階級別疾病

数を表10に示した。女の疾病数が４４(57.1冊）

と男よりやや多く，年令階級別にみると男で

は40～59才，６０才以上が多かった。主要疾病

としては表]1に示すように，その他の筋骨格

系及び結合識の疾忠15.6筋，その他の皮膚及

び皮下組織の疾患9.1筋，その他の神経系及

び感覚器の疾患7.8節，関節炎及び脊椎炎７．

８船などがあった。その初診時受療機関所在

地をみると沖細本島が52.1筋と最も多く次い

で与那国27.3妬坦10.4冊沖細県外5.2帖

であった。

医擦棚関をどのように変えたかその移励パ

ターンをみるために，全７７疾病を次の５つ

の群に大別しその疾病数を表12に示した。第

１群：与那国町からIlT外へ移!luIしているもの，

－ １７－



8

表５性別，年令階級別初診時受療機関所在地別疾病数（一般診療）

４

４

表６性別，年令階級別初診11綬縦機関所在地別疾摘数（歯科診療）

Ｉ

Ｉ

●
●

‐
卜

－１８－

年令階級

１
２
３
４
５
６
７

へ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ー
ヘ
へ

Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０

１
２
３
４
５
６
７
８

計

受縦機関所在地

与那国

男

０
４
９
２
０
９
４
３
６

７
０
５
３
９
６
６
３
１

６３７

１３９３

女

４
０
９
２
６
２
７
２
４

０
４
４
５
７
７
９
４
２

７５６

石垣

男

９
９
６
３
５
６
８
１
一

６７

１６４

女

３
３
３
４
８
９
２
５
『

９７

沖純本島

男

３
０
４
２
４
７
６
８
－

２
３
１
２
２

1４４

３１９

女

８
２
４
５
７
１
９
９
一

３
１
２
２
４
１

１７５

沖細県外

男

－
３
５
６
－
１
一
一
一

１５

１９

女

一
一
１
－
－
２
１
一
一

不明

男

１
１
１
－
１
－
一
一
一

４

女

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

計

男

３
７
５
３
０
３
８
２
６

０
６
７
５
３
０
７
４
１

２
１
１
１

８６７

１８９９

女

２１５

２０５

８７

６１

１１１

１０４

１５９

６６

２４

１０３２

年令 階 級

９
９
９
９
９
９
９
９

１
２
３
４
５
６
７

へ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ

０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
４
５
６
７
８

計

受療棲関所在地

与那国

男

９
１
３
４
８
９
２
２
１

９９

２３７

女

９
４
３
２
９
９
４
３
５

２
４
１
１
１

1３８

石垣

男

１
７
１
２
－
２
４
一
一

１７

４２

女

－
９
４
－
－
１
１
一
一

２５

沖細本島

男

２
９
１
４
３
３
１
一
一

２３

４１

女

１
５
５
１
２
２
２
－
‐
一

１８

沖純県外

ﾘ」

－
１
１
６
一
一
一
一
一

女

一
一

不明

男

－
１
一
一
一
一
一
一
一

女

ー

ー

一

一

ー

一

ー

ー

計

脚

２
９
６
４
３
４
７
２
１

２
３
１
１
２
１
１

１４８

３２９

女

０
８
２
３
１
２
７
３
５

３
６
２
１
２
１

１８１



－１９－

４

表８国民健殿保険加入者100人当たりの年令階級別

受療機関所在地別初診時受療疾病数（一般診療）

表７初診時の受療機関所在地

年令階級

９
９
９
９
９
９
９
９

１
２
３
４
５
６
７

ヘ
ヘ
ヘ
一
へ
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０
０

受療機関所在地

与那国

３
４
０
３
１
８
３
０
０

５
５
６
９
９
８
４
５
６

石垣

９
６
２
８
７
４
９
０

●
■
。
●
●
●
■
●

４
１
６
７
２
９
７
２

沖縄本島

２
６
０
８
８
０
９
４

総計

１７２．０

８３．０

９０．５

１２６．７

１３３．１

１２９．４

２１１．６

２１６．０

１６０．０

一般診朕

歯科診 疲

受縦機関所在地

垣|嗣島｜沖縄県2iｌ与那国 石垣 沖認本島 不明 計

１３９３

（７３．４）

２３７

（７２．０）

１６４

８，６）

４２

（１２‘８）

３１９

（１６．８）

４１

（１２．５）

１９

（１．０）

８

（２．４）

（０．２）

１

（０．３）

１８９９

（１００．０）

３２９

（１００．０）



４

表９初診時受凍機関所在地別主要疾病数（一般診療）

２

Ｉ５

２ Ｉ。

陽凸
■

７ Ｉ

５

凸

４

※（）はその疾病全体に対する制合（妬）

７

§

－２０－

疾病名

急性呼吸器疾思

皮膚及び皮下組織の感染

の
患

そ
疾

他の皮膚及び皮下組織の

その

疾患

他の筋骨格系及び結合識の

表在損畑挫

傷のない破

脳及び皮膚表面に損

砕

そ
患

の他の神経系及び感覚器の疾

高血圧性疾患

関節炎及び脊椎炎

眼の炎旋性疾Aｕ

関節強直及び後天性筋骨格奇形

その他

総計

受療磯関所在地

与那国

２１０

（８８．２）

１３５

（８６．０）

７９

（７５，３）

５８

（６９．０）

７２

（９１．２）

５０

（７１．４）

４１

（６５１）

２０

（４４．４）

１３

（４６．４）

１３

（５０．０）

７２０

（７０．４）

１３９３

（７３．４）

石垣

（３．４）

（２５）

（５．７）

（４‘８）

（6.3）

７

（１０．０）

４

（6.3）

（８．９）

（２５，０）

３

（１１．５）

１１２

（１１．０）

１６４

（８．６）

沖純本島

1９

（8.0）

１５

（9.6）

1８

（１７．１）

２２

（２６２）

（２５）

１１

（１５７）

１８

（28.6）

２１

（４６．７）

（２５．０）

1０

（３８‘５）

1７６

（17.2）

３１９

（16.8）

沖純県外

（0.4）

（１．３）

（１．９）

（－）

（－）

（２．９）

〈一）

（－）

（ａＯ）

（一）

１１

（１．１）

１９

（１．０）

不 明

（一・）

（０．６）

（－）

（－）

（－）

一
一

一

（＝）

（－）

（－）

（－）

（０．３）

（０．２）

計

２３８

(１００．０）

１５７

（１００．０）

１０５

(１００）

８４

（１００．０）

７９

(１００．０）

７０

（１００．０）

６３

(１００．０）

４５

(１００．０）

２８

(１００，０）

２６

(１００．０）

１０２２

(１００．０）

1８９９

（１００．０）



２群：与那国町外から町内へ移動しているも

の，第３群：与那国町外での移動で石垣，沖

縄本島，沖縄県外の３地区内で移励している

もの，第４群：与那国町外での移動で石垣，

沖細本島，沖細県外の３地区間で移動してい

るもの，第５群：３ケ所以上で受療している

ものの５つである。第３群が35疾病（４５．４

筋）と最も多く中でも沖縄本島内での移動か

30疾病（３９．０儲）と多かった。７７疾病のう

ち病院を１回でも受療しているものは43疾病

（５５‘８妬）と高かった。第５群に入る７疾

病の移動パターンは具体的に→で示すと，与

那国→石垣→沖純本島→沖純本励，与那国→

沖縄本島→石垣，与那国→沖i縄本島戸ｼ自邑那国』

沖細木If3→与那国→石垣，沖細本島→石垣→

与那国，与那国→石垣→沖縄本局，石垣→沖

縄本島一)与那国であった。与那国町立診療所

でまず受族してから町外へという移助をすそ

第１群は'２３．４筋と低かった。移動したた

めに沖細本島で１回でも受療したものは58疾

病（７５，３冊）と高かった。
げ

Ⅵ．考察

この調礎は，１年間の受療状況を観察した

ものであり，もっと長い期間にわたって観察

すべきではあるが，国民健顛保険加入率は約

69妬と商く.与那国町の疾病及びその受擦状況

の特徴をよく表わしているものと考えられる。

一般診療全２０２９疾病中最も多いのは，急

性呼吸器感染というＰｏｐｕｌａｒ左疾患であっ

たが，園甫及び皮下組織の疾患とその他の皮

膚及び皮下組織の疾患を合わせた皮膚および

皮下組織の疾患が１１．８鴇と高く与那国は皮

膚及び皮下組織の疾患が多いのが特徴と考え

られる。昭和50年の有病率によると呼吸器系

の疾患，循環器系の疾患，消化器系の疾患の

順に多いが与那国では，呼吸器系の疾患,.皮

膚及び皮下組織の疾患，筋骨格系及び結合織

の疾患の順に多く，筋骨格系及び結合織の疾

患も与那国では多い傾向にある。

与那国町で初診時受療が少ないその他の筋

骨格系及び結合織の疾患，関節炎及び脊椎炎

，関節強直及び後天性筋骨格奇形や眼の炎症

性疾患は，整形外科的疾患，眼科的疾患であ

り，内科医しかいない与那国町立診縦所では

治療が難しいと考えられるので当然のことで

あるが間血圧性疾患も与那国での初診時受療

が少なかった。とれは，与那国町外で受療し

た22例中１６例（73妬）が病院で受療している

ため細密検査をしに行ったためと考えられる‘

与那国町の町立診療所及び歯科医院は，初

診時受縦率が７３．４筋，７２．０筋と非常によ

く利用されている傾向を示し町内唯一の医療

機関の役制を余分に果たしているものと考え

られろ。しかるに，初診時に石垣，沖縄本島

で受療しているものが一般診療で２５．４妬歯

科診縦で２５．３妬あった。このことは，与那

－２１－
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表１０２ケ所以上の医療機関で受賑した疾病の性別，年令階級別疾病数

●
●

ｒ
ｌ『

① 弓’

※（）は榊F令階級の全疾病数に対する剖合(鋤

護１１２ケ所以上の医療機関で受縦した主要疾病

－２２－

疾 病

その他の筋骨機系及び結合徹の疾患

その他の皮膚及び皮下組織の疾患

その他の神経系及ｏ悪党器の疾患

関節炎及び脊椎炎

その他の呼吸器系疾忠

表在損簡挫陽及び皮膚表而に損傷の左い破砕

疾病数（卸

１２（１５．６）

７（９．１）

６（７．８）

６（７．８〉

５（５，２）

５（５．２）

７７（１００．０）

年令階級

‐Ｏ～１９

２０～３９

４０～５９

６０～

計

男

８

（２．１）

（３．６）

１４

（５．５）

（３．６）

３３

（３．５）

女

一 一

１０

（２．３）

（２．０）

１３

（５．８）

１８

（６．８）

４４

（４．１）

冊

１８

（２．２）

（２．８）

２８

（５‘８）

２４

（５６）

７７

（３．８）



表１２受療機関所在地の移動パターン

－２３－

第１群：与那国町から町外へ移動

第２群：与那国町外から町内へ移励

第３岬：与那国11,｢外での移励で石垣，沖細木脇，沖組県外の３地区内で移iml

第４群：与那国町外での移動で石垣，沖純木島，沖純県外の３地区間の移動

第５群：３ケ所以上で受療したもの

国と石垣，沖縄本島の距離的なことを考える数以上病院を受療し石垣地区唯一の病院であ

と無視出来ない数であろう。る県立八砺山病Ⅲ6の利用が,!'りいととを示して

国民健駿保険加入者100人当たりの初診時いる。一疾病で２ケ所以上受療しているもの

疾病数を年令階級別受縦機関所在:llh別にみたも病院受療は５５‘８船と高かった。これらは，

表８を図に表わした（図’）。疾病擢思が多与那国町外へ出て受療する場合は病院での受

いと考えられる０～9才，８０才以上で沖細|本縦ひいては設備のより整った所での受療を求

胤の受縦が少なく与那例で多くたっているのめる傾向にあるといえる。逆に与那圃町外で

は，年令的に与那国町外へ出ることが出来た医院，診露所の受療が底いということは与那

いためと考えられる。国Ⅲ]立診療所が-卜･分左役割を果たしていると

初診時に病院で受窓する疾病は，一般診旅ともいえる。

に香いて石垣，沖綴本島，沖縄県外の３地区初診時に石垣よりも沖縄本島で受療してい

の44節と商い邸を示し特に石垣では52鮒と半る疾病が多く，一疾病で２ケ所以上受旅して

群
●

群
鮮
群
群

１
２
３
４

第
第
第
第
第５群

計

疾病数（卿

１８（２３‘４）

１１（１４．３）

３５（４５．４）

６（７．８）

７（９．１）

７７（１００．０）

病院での受縦制合弱

５５，６

８１．８

５４．３

３３．３

４２．９

５５．８
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図１．国民健康保険加入者１００人当たりの年令'階級別受療機関所
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いるものでも７５妬が１度は沖縄本島で受療

しており沖縄本島の利用力非常に高かった。

このことは，与那国町の人々が疾病に羅患し

て医療機関を選ぶ場合，町内の際療機関が多

くなることは当然であるが，町外で受蕨しよ

うとする時は，前述したように病院をなるべ

く選び，医療機関を変える場合たど禰々の点

で有利な医療機関の多い沖純本島室で行く傾

向力誠いとと？を示している。その際石垣と沖

細の距離的なことはあまり間脳となってい寂

いと考えられる。

Ｖ寵 と め

九州大学医学部熱帯医学研究会は，与那国

町の疾病及び受療状況を明細書により調査し

次の鼎諭を得た。

与那国町では，皮膚及び皮下組織の疾患や

筋骨格系及び結合織の疾患が多かった。

与那国町の町立診縦所と歯科医院は，利朋

率が高く町内唯一の医療催関としての役割を

果たしているものと考えられる。与那国''城外

で受縦する場合は，病院で受縦することが多

く，距離的に近い石垣よりも遠いが医療機関

の盤耐た沖純本島まで足を連ぶ傾向にある。

最後に本調在をまとめるにあたって指導し

ていただいた九大医学部公衆術生学教室古野

純典先生にお礼を申し上げ室す。

－２５－
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フィリピン・マレ

１．趣旨

我々 葵藷医学研究会は２年ぶりに東南アジ

アに学生を派遺したがそのF1的は

１）東南アジアの医療iif勢を視察L将来に

おける日本人の義務を考える

２）すでに日本では見られなくなった熱帯

特有の疾病を見学し医師としての自覚を問め

る

３）フィリッピン・マレーシアの学生達と

鱗し親睦を深め為

2．構成

団長：イ野山佳道九大産婦人科医師

団員：削旧徳敬九大医学部５年

石井栄一〃

3．後援

１）Ｄｒ.Ｃ､Ｖ､Ｕｙｌａｎｇｃｏ

ｄｉｒｃｃ［ｏｒｏｆＳａｎＬｎｚａｒｏ

ｌｌｏｓｐｉｍｌ

２）Ｄｒ・HiroshiOgonuki

jPhilipPine-Japan-V1HO-Labora［oｒｙ

ｉｎＳａｎＬｎｚａｒｏＨｏ８ｐｉｍｌ

３）Ｍｒ・ＴｅｒｌｏｃｈａｎＳｉｎｇｈ

Ａｄｍｉｎｉｓｔｍｍｒ,ＵｎｉｖＧｒｓｉ［ｙＨｏＳｐ－

ｉ上ｎｌｉｎＭＩｌｌａｙｓｉａ

４）財団法人日本国漂医縦団

５）尾仙照雄九大第２内科教授

－２ ６ －

シア派遣団報告

Ｍ３石井栄

６）武谷雌二カ大細菌学教授

７）石井洋一九大寄生虫学教授

８）九州大学熱帯医学研究会

4．活勤記録慨嬰

我々 は昭和52年８月１３日から191.1吉でフィ

リピン，２０日から24日までマレーシアで活動

をおと左つた･以下その概要を述べる。

８月13日（土）

１２時発のＪＡＬで出発‘３時にマニラ到報，

ＳｉＬＩｌｈｉｓｌｎ［ｃｒｎａｔｉｏｎａｌＨｏｔｅｌに入る。

夜，越隆員先生に挨拶に行き夕食をごちそ

うになる。

８月皿日（日）

マブハイホテルに移る。越後山夫人の案内

でフィリピン観光。Tngaitaiで民族舞踊を

満喫する。

午後Ｐ1,ｉｌｉＩ〕I〕ｉｌ〕e-９Ａｍｃｒｉｃ８ｌｌ１Ｍｂｎｏｒｉｃｌ

Ｃｃｍｃ上ｒｙｂＳ[-ＬｏｒｅｎＬｚｖｉｌｌａｇｅを見学。

夜は越俊員先生宅で夕食をごちそうに左る。

８月15日（月）

１０時にＳａｎＬｎ豚ａｒｏＨｏｓｐｉｔａｌに行き長

崎大学グループに会う。長大グループとＤｒ・

Uyln11g･ＣＯに会い見学許可を柵る。

午後は２時よりＤｉｐｈ[ｅｒｉａの諦義，終了

後ＷＵｉｌ病のAL(軒を兄せてもらう。



夜，長大グループ，検在技師の人々とフィ

リピン料理を会食。

８月16に1（火）

午前中Ｄr・PescanEeにＰｏｌｉｏと雌ｌ－

ｎｒｉｎのＰＡＴを案内してもらう。

午後は長大グループと共にＵＳＴ（セント

トマス大学）に行き医学部を見学，学生達と

話をナる。

夜は越俊員先生宅で長大グループ，レイテ

脇日本住血吸虫研究所の槻屋先生とパーティ。

８月17口（水）

午伽巾Dr・Pe6CnnteにＣｌ,olcra,Ｔｅ－

ｍｌ１ｕＨのl)ＡＶを衆内してもらう。

午俊はⅧDrulQIcompal:ｉｂｉｌｉ上y''に関す

為洲測を聴く。夕方リサール公剛を散歩し学

生逮と縦笑すあ。

８月１８１．１（水）

午伽'1､b｡,MeniJ1IgiLi8のＰＡＶを児ﾉ学。

午俊Ｄｒ､Pescanteとその友人の５人でＵ

Ｐ（フィリピン大学）に行き大学内を見学。

夜，Ｄｒ･Ｐｅｓｃ”ｔｅとｄｏｗｎｔｏｗｎにある

酒場に飲みに行く。

８月19日（金）

１０時にＤ『･Uylangcoに会見しお礼と来年

の依頼をしSnnLazaroHospimlでの日

隈を終る。

越後貝先生宅で昼食をごちそうに左ｊ午後

固い物‘

８月20日（土）

９時４０分マニラ発，３時クアラルンプー

ル着，５時同発，６時ペナン瀞，Ｈｏｔｅｌ

Malaysiaに投宿，夜は中華料理を食べる。

８月21日（日）

９時より島内観光，コーンウオーリス要塞

タイ寺院，ヘビ寺，ダンバールの丘などを見

てさわる。

夜７時発，クアラルンプール藩，Ｈｏ[ｅｌ

Ｍａｊｅｓ[icに投宿

８月22日（月）

MalayaHo[ａｌに移る。午Ｉ１１ＩＭｅｄｉｃａｌ

ＣｅｎＩ:ｅｎに行く。Ho8【)ｉｍｌのA〔ｌｍｉｎｉＨＬ－

ｒａｔｏｒに会いmedicnlmusiumの技師

Ｍｒ.Ｔu;lnTeeを紹介してもらいI1lll6iumを

見学。

午後図書館とIIospitalを見学。

８月23日（火）

午前中バスで市内観光，マレーシア名産の

ゴム，スズ，銀，Ｂａｔｉｋ工場を見学。

マレーシア料理を食べ午後はｎm[ｉｏｎｎｌ

ｍｕｓｉ皿とＺｏｏを見学。夜はパキスタン料

雲を食べる。

８月24日（水）

９時25分発香港行きに塔乗，我々の全日程

を終了する。

－２７－
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与那国島へ行って

南海の離島，日本の最西端，台湾に一番近

い島などと，いろいろ左形容詞を与えられる

与那国鳥。この島に学術調査に行くという緊

張感とともに，いくばかりかのロマン｛を携え

て私は７月26日の朝，博多を出発した｡､鹿児

胤からは船で那珊へ，そこで一泊してさらに

船で石垣まで行ったのであるが，この船中で

私はすっかり船酔いしてし童って，ぐったり

と寝とんで匿った。せめて船中ぐらいは，

マージャンやトランプなどしてゆっくりと過

ごそうと思っていたのだが……。しかし，石

垣→与那国間の飛行機は快適であった。十四

，五人乗りの小さたプロペラ機であったが，

巽海の隙間より海上に浮ぶ島々の眺めは絶景

であった。

さて，い‘こいよ29ｎの午前中に与那国空港

に到狩した。折しも，その日は「豊年祭Ｊが

あり，私達の宿舎の近くの神社で，祖納中の

人々が東西に別れて郷土芸能を披露していた。

私も，をだ体に残っている船揺れや，与那

国の炎天にもめげず見物に行ったのであるがＩ

琉球文化あるいは台湾の影響も受けているで

あろうと思われる一種独特の歌や踊りに，私

は暑い日ざしを受けながらも一時間余り立っ

たままで見物した。六十過ぎのおばあちゃん

の兇』:I:雌歌や踊りにまじって，‐{七，八の娘

Ｍ２山野龍文

さんの初々しい姿が印象的であった。テント

の中で男の人達は「ど左ん」を酌み合わし，

女の人運や子供迷はお､菓子を食べ左がら，出

演者に声援を送っていた。時にはお金ガ投げ

られ為とともあった。私が感心したのは，一

目で旅行者とわかる胸の白い観光客童で，席

に坐らせたり，酒や菓子をふるまったりして

いたことである。本当に皆が一体となった楽

しい豊年祭であった。

私と松尾君のＭ２は与那国島で，九大寄生

虫学教室の波部先生と共に広東住血線虫につ

いて調査することにたっていた。しかし，不

迎にも俊発の波部先生が台風５号のため石垣

島に足止めをくってし童い，予定よりも五日

も遅れて到蒋というアクシデントに見舞れた。

そのため，川典を波部先生が桃帯していたこ

ともあるけれど，私達だけでは何もすること

ができたかったのが悔まれる。私達はＭ３の

仕覗を手伝ったり，ネズミのいそうな所を調

べたり，中間宿主のカタツムリなどを探した。

本当に与那国では台風がつきものなのでどん

左事が起こるかわからない。今度のような事

が再び起こる可能性は十分にある。いつ，ど

ん宏那が起きても困らぬよう左周到左計画と

維術汐必要であると痛感した次第である。

波部先生が来られてから私逮は一生懸命頑

－２８－



張ったのであるが，日数が少たく，それに目

的としたラットがたかたか捕れずに十分左成

果をあげたとは言えない。しかし，秘は来年

もう一度寄生虫についてやってみたいと思っ

ている。その時には，今回の経験が必ず生き

てくるはずだと思身。

与那国島で私が名前を覚えた人が４人いるｃ

宿舎の池閲さん，保健所の与那WIさんと野間

田さん，町役場の好美さんである。特に宿舎

の池間さんにはいろいろと御迷悪ばかりおか

けしてし洗った。宿舎の人と私達の1齢をう

まくするためにも女の人が必要である。来年

からは女の子を二,三人医短からでも募集す

るととを恒例化したらどうだろう。また，朝

早くより保他所に行き，夜は逓く注で家庭訪

問などをして術生教育し電子める与那州さんに

は頭のさがる思いがした。その与那明さんが

私に言った。「九大の方達は少し迩慮してい

る。どんｵ:ﾘ『をするか私達保雌ljI7の者にｲ分

話してくだされば‘私達は惜しみたく協力す

る。との島にいれば，必ずあなた達と島の人

達との介在者が必要だ。私達がその介在者に

瓶ります」。金〈与那脳さんの菖う通りであ

る。今回は診療もなくて，私達だけでやれる

仕事であったので，保健所の人達には十分な

連絡を怠ったのではないかと思う。しかし，

十分な根回しを覗前にやっていれば，ラット

もたくさん姉れたろうし，島の人迷にも私達

の調燕の理解をもっとしてもらえたであろう｡

たとえどんな小さな事をするにしても，保健

所や役11Aの人達と十分話し合っ.て良〈理解し

てもらい，協力してもらうことが不可欠であ

ると思う。次回からは-1-分な'蒲し合いによっ

て，脇の人達からも喜ばれ，私達にとっても

十分な成果が得られろと思う。

与那国での生活は思った.上りも快適であっ

た。水洗便所もあったし，風呂も毎日入れた

し，エメラルドグリーンの海で魚達と遊べた

し……。また，最俊の日に，てんだぱ症やサン

ニヌ台や東崎の本当に何とも言えない素晴し

い景色を味わうことができた。:j験別れ会で，

与那胴さん達とナンタ浜でど左んを飲みたが

ら脳いだととも忘れられたい,：

断雌に波力打ち寄す蛎崎

水平義は丸く果て表し

来年も行こう。与那岡胤へ／

－２９ －



与那国島の調査旅行に思う

今回は昭和52年７月26日に博多駅を出発し

てから８月９日に博多に帰ってくるまでの約

2週間の旅行であって，実際与那国脇IqWf在

したのは７月29日から８月６日の９日間であ

った。又その９日間のうち２日間は大型台風

（後，沖永良部台風と命名された）のため

宿舎にiWi詰めになり，その為我々 の調査活動

はその計而を縮小せざるを得たくなった。幸

い今回の我々の調査は多分に公衆衛生学的な

色彩が強く，デスクワークがその大半を占め

ていたので，ノ､－ドスケジュールとはたった

が，（'11とか当初の計II11iの８削位は遂行できた

仏が洲従緋を記城しながら浦感したことは，

この日本股西端の小島において意州?)にも医

凍に対する関心が高く，島内の診療所のみな

らず:IE噸や本川までも診紫を受けに行く人々

が少なくないことであった。

－３０－

Ｍ３－１０１林久

石垣島や本島の病院に行く交通機関として

は，飛行機がもっとも便利で一般的に利用さ

れている現状では，それに典する徴用も少た

くないだろうと思われる。それだけに，この

島の人達にとっては，われわれ以上に鯉段を

損なうという事が重大たことであろうし，関

心が深いのも当然のことかもしれない。

烏に滞在していた９１川は緋柵忙し〈，あ

っという間に過ごした感があったが，こうし

て紀行文みたいなものを僻きながら思い出し

てみると，こちらに側城い何か非常に大切な

ものが与那国にはあったよう厳気がする。そ

して‘機会があれば是非もう一度行きたい所だ。

■、



マ レ ー シア小紀行

８月20日午隆]2時，我々 の眼下にマライ半

島が見えてきた。一面緑一色の広大なジャン

ク･ルだ。今又フィリピンと全く異倒の図にや

ってきた。そんな気持で我々の胸は問鳴る｡

シンガポールに新いたのが１２時15分，さす

がに国際色豊かで趣にアメリカ人やインド人

が増えたような気がする。ついに未知の世界

へやってきてし戎ったという気持ちは３人に

共通したものだったであろうか。

３人で「マニラの方がよかった」「マニラ

に冊りたい」などと言っているうちにようや

く飛行機が若き乗り込んだ。暑さの中でイン

ド人の黒さがやけに目立つ。

クアラルンプールに粉いたのは３時･時間

があったので３人でビールを飲みながらマレ

ーシア摺を覚えた。英幡だけでもJ:いのだが

やはりその国に入ったらその国の言葉で人々

と接するのがよいのである。

５時にペナン行きに乗る。たった30分なの

にスチュワード（スチュワーデスはいたい。

がっかり）達があわただしく食索を並べる。

30分の旅でも食訓付きとはサービスがよいよ

うであるが毎回li1じメニューなのでうんざり

する。小野山先生はあさ蚕し<も全部食べて

いた。

６時にペナンにjiIf<･空港の感じは与那国

－３１－

Ｍ３石井栄

に.こく似ている。ここが本当に「東洋の真珠Ｊ

と言われ,石井教授をして「ペナンはいいで

すよ」と言わしめた所であろうか。そんな気

持･らで立っている我々の所に黒塗りの戦前の

日本を思い出させるよう左タクシーが来たの

でさっそく乗り込む。行けども行けどもⅢ｢は

左〈，１０マイル程来てようやくきたならしい

町にやってきた。滑板の文字も中国語で瞥か

れてあって産んだかいやな感じがする。道に

は人力車力莞，一昔前の日本を感じさせる。

さてようやく我々はマレーシアホテルに藩

いた。入口で中国人らしき男に「こんにちわ」

と筒われたのにはjWfいた。３人で部展で休

んでいると妙な中幽人がやってきて街を案内

してやるという。彼は英語がしゃべれず,片

曾のF1水砺がしゃべれる侃度だ。彼にドlL1燕料

理店に辿れていってもらい夕食をする。その

後みんなでビヤガーデンのような所でビール

を飲む。中国人は段外で食躯をするのが好き

らしく屋外レストランのようなものが多い。

歩いていると屋外てマージャンもしていた。

８月21日，昨LIのタクシーの迎チャンに頼

んで周の観光をすぁととにした。まず店で〈

だものを質う。この剛の〈だものは非粥に、

類が多く中でもマンゴとマンゴスチンは世界

３大果実である。マンゴスチンとバナナを賀



い車に乗り込んでいよいよ観光。

コーンウオーリス嬰塞。多くの大砲やマス

トが高台の上に残されている。

タイ寺院。中に横たわる巨大な仏陀，その

他多くの像があり全体が大きな納骨堂にたっ

ている。概して日本の寺院と比べ色彩力鐙か

で特に赤が好まれて使われているｋうだ。

同じ仏教でも長い年月を経ていろいろ左系列

を生み出したのであろう。

車は郊外に出て小闘い山の中を走る。道の

所々に果実売り場がある。時々買って車の中

で食べる。本当にうまい。しばらく行くとサ

ル山にやってきた。挽々 の恥が止まる'１１から

４，５人の子供が走ってきて猿のエサを買え

という。そしてさかんに「日本人知っている

イノキ」などと言っていた。フィリピン同様

にこの国でも子供の頃から商売をしているの

だ。小さいころから何不自111なく勉強できる

日本人には到底考えられないことであろう。

森を抜けると海岸が見える。海はそれほど

美しくはたい。やは，沖縄の海が世界一だ。

海岸沿いをしばらく走った後ヘビ寺，極楽寺

を見て最俊にダンパールの丘にやってくる。

ここからはペナンの街全体が見わたせ，蝿持

ちのよい所だ。しばらく休憩をしてホテルに

引き上げる。

７時15分の飛行機で再びクアラルンプール

に戻る。空港からタクシーに乗り市街に向か

－３２－

う。すばらしい道路だ。ほとんどが立体交叉

になっており日本の高速道路以上である。

ホテルに入，明日の計画をたてる。なにせ

何の紹介も持たずやってきた町である。不安

と共に何かやって帰らればという‘義務感で我

々の心はいっぱいだｂテレビでは「コンバッ

ト」を英語でやっている。

８月22日，国際医縦団の人の勧めもあって

Ｍｅｄｉｃａｌｃｅｎｔｅｒに行く。Ｍｅｄｉｃａｌ

ｃｅｎ[ｅｒはＵｎｉｖｅｒ８ｉ上ｙｏｆＭｌｌａｙａと

Ｈｏｓｐｉｔａｌの２つから成り，できてまもな

い超近代的な建物だｂ道路といい病院といい，

アメリカの技術をとり入れ近代化〔､iiiを進も

うとするマレーシアの姿がここにある。それ

と同時に我々の頭に浮かぶのはペナンで見た

貧しさである。貧困と近代化との２つの大き

な矛盾はマレーシア，フィリピンだけでなく

東南アジア全体の持つ大きた問題なのかもし

れ永い。

さて病院内で我々は蛎情を説明してこの病

院のAdminis上raEorに会う。彼はインド

人で忙しそうにしていたが親切にｍｅｄｉｃａｌ

ｍｕｓｉｕｎ,で鋤らく技師を紹介してくれた。彼

は中国人でマレー語と英語を話す。マレーシ

アには３つの階級があり上周から順に中岡人

マレー人，インド人である。今マレー政府は

マレー人の地位を高め本当の民族国家を作り

上げようとしている。マレー語を倒語とした



り（今までは英語），マレー人のみ授業料免

除宏どはその現われであみという。

さて彼に雀ずmusiumを見せてもらうがこ

れには驚ろかされた。ことにはあらゆる疾病

の病変臓器が示されており又感染症はパネル

を用いてその経路,､病態などをわかりやすく

説明してあり日本ではとても見ることはでき

ないものである。ピストルの力学に関する説

明があったのが印象的であった。

次に行った図番館伺誰でも自由に出入りが

できた。さすがに係の人力裟な目で見てはい

たがｂ

昼食はカレー。インド式と中国式があると

いうのでインド式を注文すると新聞紙に包ん

でくれた。前田と小野山先生は残したが僕は

全部食べた。２人ともあきれた顔で僕を見て

いたが，さすがに愛でnauseaがあった。

昼からk臆院内を見学，各建物は下づた

いに行ける態うになっており庭は全て芝生で

整備されている。医者tjb皆一度はアメリカに

留学しなければたらないという点においても

との国の近代化に対する努力は並大抵のもの

ではない。と同時に近くに日本という国があ

るにもかかわらず互いに医学的交流が少左い

ととに改めて驚かされるのである。又各部屋

を見ているうちに気が付いたととだ力涯縦設

備自体は貧弱で雀だまだ医学水準の低さを感

じさせる。夕方その中国人技師にお礼を言っ

てホテルに引き上げる。

夜３人で街に出る。あいかわら談道の真中

にテーブルがあり人々が食事をしていろ。又

多くの出店のようなものがあり中国人街とい

う塚囲気だ。ブラジャーばかり売っている店

が多いのは面白かった。

８月23日朝から観光パスで回わることに

する。観光客は皆白人ばかりである。ゴム，

スズ，銀，Ｂａ上ｉｋなどの工場を見学する。

彼らはほとんど品物を買わない。やはりすぐ

興ってし童うのは日本人だけなのだろうか。

途中日本の団体客に会う。いやな感じ。

昼からｎａｔｉｏｎａｌｍｕｓｉｕｍに行く。とと

け石井教授の勧めた所でマレーシアの歴史，

'’1然，産業などがひと目でわかるようになっ

ている。こういう点がⅡ本人の兇液らうべき

所である。夕方降り出した雨の中を最後の

Ｚｏｏに行く。広大左敵地だ力鋤物の種類だ

けなら日本の万力多いよう左気がする。

夜我々はレストランへ最俊の食事に出かけ

る。パキスタン料理を食べる。給仕k階イン

ド人でカメラで喝:真を搬ってやると非常によ

るこん-G是非送ってほしいと言っていた。

８月24日朝，雨の中を香港行きのＪＡＬに

乗る。我々のマレーシアの旅力護った。

今思えばマレーシアは不忍儀左国だ。ある

面で非常に近代化しているかと思うと，貧し

い人々もたくさんいる。しかし新実に近代化

－３ ３－



の道を歩いていることは確かたようだ。今回

我々はマレーシアであをり多くの人と接する

ことはできなかったが，発展途上にある１つ

の国をとの目で見ることができたことは，将

来医学をもって地域の人々と接する我々にと

って大きなプラスにたるであろう。

フィリピン紀行

８月13日の午後３時，我々を乗せたジェッ

ト機は，黒々 とした巨大な島に着陸した。

我々の目指すルソン局であった。その周辺は

エメラルドグリーンの珊瑚砿に縁どられ，去

年そして一昨年訪れた南西諸島の島々を思い

出させた。マニラ空港に陳り立って龍ず最初

にトラベラーチェックの交換をした。当然の

ことながらまわ｣〕はすべて拙文字で柳いてあり，

石井君と磯内で手続きのためのインスタント

英語を覚えたにもかかわらず，左かなかう篭

〈いかず前途多難なことを思わせた。その愛

料金の交渉をしてタクシーに乗り市内にある

ホテルに向かったわけだが，タクシーのきた

左いととには参っでしまった。日本で膝胤と

なったような車を使っており，同じアジアで

も１１本とはかな』経済状態が述うととを旅感

した。その車が龍たよく走るのであり，マニ

ラの夕日で有名なマニラ湾沿いの海岸通りを

時速１００キロ（４０キロのところを）近い

スピードでとばすのには死ぬ思いであった。

後で聞いてみろと，この側では交通述反など

－３４－

ＭＩＩ前田博敬

はある程庇のチップを稗察にわたすことによ

ってどうにでもたるとのことであった、

我々の受け入れ機関は，サンラザロ病院で

あった。との病院はフィリピン唯一の国立の

伝染病病院であり，各大学から学生が研修に

来ている。慈善病院であることもあって’貧

しい階層の人が多く入院しているとのことで

あった。批々 は１剛A1の訓1捕院での研修にて，

腸チフス．ポリオ・マラリア.破傷風・コレ

ラ．水痘．麻疹．髄膜炎などの病棟をＤｒ･Ｐ

ｅｓｃｎｎｔｅｓに案内してもらって見学す

ることができた。この中でも，コレラの患者

は特に印象的であった。６０才前後の女性で

あ.り，i''６座の脱水状態ウコレラ様顔貌’洗湘

婦の手をしており，コレラベッドの下におか

れているバケツの中の水機便を見た時には戦

懐を覚えるほどであった。病棟研修を終えて

感じたことは，国立の伝染病両院でありなが

ら非常に術生状態が悪いというととであったＧ

クレゾール・ハイアミンといった消毒蕊はい

う誰でもなく，宥鹸すら澗足に左いのであるｃ



コレラ患者の水楼便入りのバケツに触れた後

に懸命に消毒薬を探したが，やっと探し当て

たハイアミンのピンは空っぽであった。仕方

たく頼んで持って来てもらった石鹸で手を洗

ったわけだが，今思うとよくも無索で日本へ

帰れたと寒けがする。

サンラザロ病院では，日本で-生かかって

も見る機会のない.1:うな症例が多く，非鮒に

貴重な経験であった。病院では，講義（とれ

はタガログ語混りの英語でしゃべるので何を

言っているのかさっぱりわからなかった）も

あったりして，か敢ｊハードスケジュールで

はあったが，暇さえあればドクター。ドクト

･一ラ（女医さんのこと）・臨床検査技師の人

達と一緒に食頭をしながらお互いの岡のこと

などを話し合い，･師【.1楽し〈充実した生活を

送ることができた。

我々は，ある日ＵＳＴ（サント．トーマス

大学）に行った。ここではＪｅａｎという心

理学専攻の女子学生が案内してくれた。ＵＳ

Ｔは私立大学であり，フィリピシにおいては

かたり裕福左家庭の子供が行ける大学である。

生物学教室では日本では見られない帯生虫の

陳本，解剖学教室では解剖中の死体，その他

いろいろと有意義に見学することができた。

しかし，何よりも，学生達がものすごく気さ
げ

くで言葉の不自由76ﾐ我々 に何やかやと話しか

けてくれ，我々もたどたどしい英語で何とか

話が通じた時にはすごく感激したものであっ

た。それ以来，我々はなるべく多くの人達と

､話し合う機会をもつことに努め，また英語で

話す楽しみを覚えた。次の日にはＵＰ（フィ

リピン大学，注た次の日にはリサール公園を

どに出かけ，自分達から話しかけて楽しい会

話をもつことができた。

我々はマニラ滞在１週間の間，８年近くマ

ニラに滞在しておられる越後員先生宅をたび

たび訪問し，フィリピン料理を御馳走にたっ

た。現地の油っぽい料理にあきてきた頃に食

くさせてもらったお茶漬のおいしかったこと

は今でも忘れられたい。我た，夫人にもマニ

ラ郊外のＴａｇａｉｔａｉに連れていっても

らったり，土産物屋を紹介してもらったり人

変jﾖ世話にたった。Ｔａｇａｉｔａｉはマニ

ラ近郊では最も有名左観光地である。マニラ

を出て１時間もすると家並はなくなり，見渡

すかぎりI:uや草原が見え，そこには水牛がの

んびりと革を食んでいた。途FIIで龍を止め，

原地産の果物を買って車の中で手をくたくた

にして食べた時は，言るで子供にもどった主

うた気分がしたものだった。

フィリピンには乾期と雨期があり，４月か

ら１０月笈でが雨期であるが，我々の滞在期

間中は幸い脳天続きであった。ところが，マ

ニラを出発する前日にものすごい雨が降ったｃ

その日，私と石井君はＵＳＴの近くの洋服屋

－ ３ ５－
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に白衣を注文していた（サンラザロ病院の医

者力着ていた白衣がとても格好が良かったの

で２日前に注文していたのである）ので，予

定の時間に行ったかをだ出来上っていなかっ

た。それで２時間後に来てくれとのことであ

った。ところがその頃から雨が降り出し，２

時間農に行った時には大通りはもう大洪水で

あり，膝の上まで水につからないと．I琴ｊきが

とれ左い程であった。最初はぬれたいように

と気づかい左がら歩いていた我々も，ついに

もうどうにも瓶らないと観念し，もうその室

董どんどんと泥水の中を歩いていった。おか

げで下半身どぶねずみとなった。しかし，こ

の泥水の中を子供運が楽しそうＩ〆泳ぎ回って

いるのには驚いてしまった。伝'鋤ijj流行す

るはずである。また，洪水にな●’／クシー

の料金も値上りし，車の床の上ま-ども水がた

龍っているタクシーにいつもの１０階もの料

金を払ってやっとのととでホテルょでたどり

着いた時にはほっとしたものだった。

マニラも我々が憎泊したホテル近くは近代

建築物がたくさんあり華やかであったが，一

歩足を踏み入れるとひどいものであった。小

学生くらいの子供連刀ﾐ昼間から学校も行かな

いで物を売ったり，また街角には孫日為すす

べもなくぼやっと１日中立っている浮浪者や

乞食たちがいた。夜になれば，街角にはいわ

ゆる売春婦たちがいて，小さい学茄たち注で

力稲光客相手の客引きをしているのを見て私

は心が凍る思いがし，日本との違いをしみじ

み感じたものであった。との国では，小学校

を卒業できるのが２０船くらいだそうで，先

進国たみになるのはいつのことだろうか。

マニラは決してこういう暗い面だけでは寂

<，町全体は活気にあふれ，ジープニーとい

う極彩色の乗物。スペイン風の建築物・カラ

フルな洋服などいかにも南の国という強烈な

印象をうけた。彼らは陽気で開放的であり，

訓鞘に親しみやすい国民性をもっており，我

々はそういう彼らがとても好きに表，，もう

一度来てみたいという去り難い思いをいだき

賑がらマニラを発ったものだった。

岐後に，我々は戎だ学峨であって医学とい

う面では全くといって良い腿盲目の状態で当

地を訪れ，正直いって医学的によりもむしろ

当｣111の学生との炎折祇どを経て大きな収枇を

得ることができたと碓傭している。今からは

交換留学生，交換派遣団などの形で東南アジ

アに限らず，いろんな1.Iilと交流を深めあとと

ができる機会が増えることを期待する。我々

は学生の間に有意義な経験をすることができ

て本当に幸福であった。
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Ｉ

名称本会は九州大学医学部熱帯医学研究会と称す。

TropicalMedicineSocietyo『KyushuUniversity

（略称ＴＭＳ）

目的本会は熱帯医学の研究，海外への調査団派遣，各国との学術交流等により医学

の発展に寄与し人類への貢献をｕ的とする。

郭業本会の車業は，（１）学術調査隊派辿②熱縦医学の研究（ゼミ諒）とす･ろ。

会員本会の会員は，正会員及び賛助会員為もって櫛成する。

但し，正会員とは九大医学部学生，九大医学部職員，及び本会の特に認めたも

のをいい賛助会員とは本会の趣旨に灘同し定朋的に会費鞍支払う者又は団体＃

いう。

役員本会は，会長１名，顧問粁干名老おき学生会員の互選によ{１次の役員を,決定す

る。任期は１年とする。但し重任は妨げない。

総務１名副総務１名

会計１名謀Ｉｄｌ名

委員会本会の委員会は，上記学生役員４名と学生外会員のうち３瀦舎もって織成する、

学生外会員のうち３名は互選にする。

委員会は，総務が召集し会の運営＃はかる。

総会本会は年２回の総会をもち，紅お総務が必要と認めた場合，臨時に総会をもつ

ことができろ。

会計本会は入会金，会費，その他によって辿営され，会訓･紬Iiは脈度,kに行う。

会計年度は４月より翌年３月までとする。

本部本会は，九州大学医学部公衆衛生学敦室に本離職iIfく。

附則

会費本会は，本会運営のために入会金及び会費を徴収する．

正会員入会金２００円

会徴（年額）’､２００円

賛助会員’1-1（年額）’０．０００円

施行この会Illlは，昭和４０年’月３０１]から施けするものとする。

1－

Ｉ

１
１

】

九州大学医学部熱帯医学研究会会則

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ
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研究

会 長

最 高顧問

噸 箇

会 構成

尾前照雄

武谷健二

宮崎一郎

勝木司馬之助

入江英雄

樋口謙太郎

問田繭幹

倉恒匡徳

永井昌文

後藤昌義

石井津

田中潔

石西伸

牧角三郎

柳瀬敏幸

中村元臣

池見酉次郎

生井浩

合屋長英

小林誕

神中寛

森良一

(九大第２内科学教授）

(九大学長細菌学教授）

(九大名誉教授）

（ 〃 ）

（〃）

（〃）

（〃 ）

(九大医学部長

九大公衆術生学教授）

(九大第二解剖学教授）

(九大第二生理学教授）

(九大寄生虫学教授）

(九大薬理学教授）

(九大衛生学教授）

（九大法医学教授）

（九大第一内科学教授）

(九大循環器内科学教授）

(九大心療内科学教授）

(元九大眼科学教授）

(九大小児科学教授）

（愛媛大学教授）

（防衛医大教授）

(九大ウイルス学教授）
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学 生外

竹下

川島

多田

南嶋

植田

真柴

大島

草場

橋口

喜屋武

佐久本

大城

宮良

宮原

長岡

矢野

大杉

会 貝

司恭（九大第二内科学講師）

健次郎（医療短期大学教授）

巧（熊本寄生虫学教授）

洋一（宮医大細菌学教授）

浩司（九大小児科学講師）

裕人（九大第一内科学講師）

健司（九大眼科学講師）

公宏（九大第一内科学）

義久（高知大学理学部生物学助手〕

朝章（沖縄那覇市開業医）

政，彦（沖縄那覇市開業医）

徹（沖緒那覇市開業医）

長和（沖縄石垣市開業医）

道明（九大医療短大部）

成孝（九大歯学部保存学助手）

泰嗣（九大歯学部保存学助手）

利幸（九大歯学部予防歯科学助手）
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ＯＢ 会 員

大西克尚（九大眼科）

坂口信賞（福大輔神科）

白日高歩（九大第二外科）

竹下・満（飯塚病院整形外科）

西平竹天

野村恒民（九大眼科）

吉村健滴（九大公衆衛生学）

鄭九竜（九大脳神経外科）

西間三蜂（国立雨職岡病院小児科）

渡辺喜一郎（長野県佐久総合病院）

川野信二（杏林大学）

木戸剰彦（九大第ﾆｰ内科）

野田琴隆（九大第三内科）

愚；13津一郎（ﾉL大小児I::|）

石原塁満〈沖範中部病院内科）

蔵々頭（九大心職外科）

玉田陰一郎（九大第二外科）

臼城篤（九大第二外科）

朝隈典一郎（九大耳鼻咽喉科）

栗恒彦（九大麻酔科）

中川良一（九大心臓内科）

信友浩一（九大術生学）

中村征夫（九大麻酔科）

巾牟、誠一（九大秘尿滞科）

柵永政幸（九大脳神経外科）

福島康正（東京医歯大外科）

吉田格（ブワ<病理学）

江頭啓介（九大第一外科）

今泉勉（九大第一内科）

薙野久法（九大小児科）

中島格（九大耳鼻咽喉科）

稲葉頒一（九大麻酔科）

岡村他（九大第ニタ綱）

隈博政（九大第ニタ係I）

古野純典（九大公衆術生学）

吉利用和（九大心臓外科）

安臆文英（九大第三内科）

松井敏幸（九大第二内科）

見明俊治（九大細菌学）

愉広渡（ﾉL大第三内科）

吉田光男（九大整形外科）

石田照佳（九大第二外科）

北野正剛（九大第二外科）

小野山佳道（九大産婦人科）

宇野久光（九大第一内科）

楢林英樹（九大循環器内科）

下村学（九大W制料）

荒噸測一（ｿ味第一内科）
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熱帯医学研究会の足跡（過去の調査報告書内容）

１９６５年度夏期奄美大島調査報告害

１．奄美の概観（特に医療・術生面について）

２．奄美大島におけるネズミの体内寄生虫について

ａ奄美の疾患について（一般入院患者について。奄美大島における結核実
ら も b

態IlII査。名瀬市と福岡市との赤痢の疫学的比較）

４．奄美大島近海海産類の寄生虫調査）

５．南海諸島のハンセン氏病について

６．糸状虫症の皮内反応に関する研究

ス奄美大島の食生活の実態

１９６６年度夏期八重山群島調査報告書

１．沖緬のハンセン氏病

ｚ沖縄の結核

５．与那国島におけるＡｎｇｉｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓｃａｎｔｏｎｅｎｓｉｓ，

４．八重山群島の学童の体位

５．九州大学マレー半島学術調査隊行動記録

６．奄美島の食生活の実態

１９６７年度沖縄学術調査診療団報告書

，、診療報告（内科．小児科．皮膚科。肝腫大について。先天性風診症候群

について）

２．石垣島住民の日本脳炎ウイルスに対する抗体保有調査

５．レフ･トスピラ澄腿びリケッチアに関する研究

４．伊原間部落の健康・栄養調査．

１９６８年度沖縄学術調査診療団報告書

１．診療報告（内科・小児科・耳鼻咽喉科・眼科）

２．石垣島住民の日本脳炎ウイルスに対する抗体保有調査（続）
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０年度沖縄学術調査診療団報告書

診療報告（内科・小児科・眼科）

西表西部地区における歯科疫学的調査（続）、

西表西部地区における生理的血液値

沖滝八重山群島西表島における腸営寄生需虫類の調査

西表島西部祖納地区における寄生虫卵保有者の好酸球値

沖縄八重山群島西表島西部住民にみられた肝種大について

西表島西部地区における循環器疾膿に関する報告

祖納地区における学童の衛生状況を知る

八重山における栄養学的調査

ａ
４
５
６
Ｚ
８

伊原間における母子衛生および環境調査

石垣島への肺吸虫調査

南洋カロリン群島イフアルク環礁に旅して

１９６９年度沖縄学術調査診療団報告書

１．診療報告（内科・小児科・眼科）

２．西表西部地区における歯科疫学的調査

５．祖税地区における貧血を対象とした血液像

４．祖税地区における栄蕊学的調査

５．竹富町の福祉と民生

６．沖縄の医療保険制度

レプトスビラおよびリケッチアに関する研究（続）

沖篭地方における先天性風診の追跡研究

沖維・八重山群島・黒島における乳児死亡及び分娩状況について

７
９
北
２
３
４
１
６
Ｚ
＆
ｑ

ｌ

１９７１年度沖縄学術調査診療団報告害

１．内科学的診療調査（一般診療と健康台帳の作製を行ない、

祉に貢献すると共に、肝腫大の調査）

２歯科学的診療調査

鼠 公 衆 衛 生 学的調香

地区住民の福
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４年度沖縄学術調査診療団報告書

沖縄県与那国町における高血圧検診

沖縄県与那国町の死亡

沖縄県与那国町の脳血管性障害発作を起こしたと考えられる症例につい

４
５
ｄ
Ｚ
８

ユ９７２年度沖縄学術調査診療団報告書

１．寄生虫浸淫状態の調査

２．貧困に関する調査

３．Ａｕ抗体の調査

１９７３年度沖麗学術調査診療団報告書

１．沖縄県与那国町における高血圧検診

２．東南アジア班（フィリピンとタイ）

ａ奄美班（ハンセン氏病とフィラリア症について）

栄養学的調査並びに栄養指導

寄生虫浸淫状態の調査

トキソプラズマ症の調査

住民の衛生知識の普及

台湾におけるＡｕ抗原の疫学調査

１９７

１．

２

５．

て

４．沖総県与那国町の肝腫について

５．頚腕痛症、腰痛症などの症例について

６．東南アジア班（フィリピンとマレーシア）

１９７５年度沖縄学術調査診療団報告書

１，沖純県与那国町における高血圧検診

２，血液生化学的検査と血清学的検査の２、３について

ろ，与那国町における高血圧者の予後について

４、東南アジア班報告（フィリピン）

－４５－





あとがき

我々，九州大学医学部熱帯医学研究会（熱

研）は，沖細八重山群与那国町において，疾

病柵造又は医凍圏の公衆衛生学的調査，なら

びに亜熱帯地方に４３､ける寄生虫学的調査を行

とをいました。又，広い視野に立脚した医学

を考えるという目的で，フィリピンに部員２

名を派遣し，現地との交流を深めてまいりま

した。

与那国町へは今回で５度目の派遣になりま

したが，部員が５名という少人数であったた

め洲査問肋だけにとどまり，例年行なって

いた検診活動ができなかった事を残念に思い

茜失調盗活1肋にしても，夏の限られた１週

ー

間という期間内で，しかも台風が蝋鵬したた

め，日程の短縮を余儀無くされて充分な調査

を行となう事は困難でしたが，地道に毎年調

査を続けてゆけば，いつかは澗足な成果を得

る亦と僧じていますｃ

我々，熱研は今後も，人々の雌駿と幸福を

考え，視野を広く世界に向けて，医学への悩

熱を持つで菖進してゆきたいと思います。

股後に熱研を代表して，今回の洲在活動に

あたり，学内外関係者各位の物心両而にわた

る温い御支援と，与那国町の方々の御協力に

心から感謝致しま火力厩計而を終了し，こ

こに結果を報告し誰充

＝＝＝＝

－４７－


